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賛　否　表	 	 賛成　○　　反対　●　　議長　－　　欠席　欠

議　員　名
議　案　名

古
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幸
江

林　

葊
道

寺
下
滿
憲

亀
井
文
男

檜
垣
一
成

濱
田
高
嘉

前
田
省
二

原
山
公
男

竹
林
秀
夫

原　

博
彦

池
本
興
治

松
原
彌
一

平
山
和
昭

土
居
計
彦

１ 専決処分の承認を求めることについて（上島町税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

２ 専決処分の承認を求めることについて（上島町国民健保健税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

３ 平成26年度上島町一般会計補正予算（第１号） ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● －

平成26年　臨時会報告
平成26年５月19日に第２回上島町議会臨時会が招集され、次の議案が審議されました。
専決処分の承認を求めることについて、条例の一部を改正する条例が可決されました。

○上島町税条等の一部改正する条例
【主なもの】
＊三輪以上の軽自動車税が変わります。

○上島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
【主なもの】
＊後期高齢者支援金等課税額　14万円⇒16万円
＊介護納付金課税額　　　　　12万円⇒14万円

○平成26年度上島町一般会計　補正予算１億1624万６千円

審議の結果　国体予算を否決！

いきなスポレク公園蛙石野球場改修工事　概要及び予算
事　業　概　要 予算額（単位：千円）

工事請負費
（蛙石野球場改修工事）

保護ラバー設置等 １２，７４４
天然芝敷設工事等 ３８，０１６
バックボード設置工事 ２２，５７２
スプリンクラー設置工事 ３１，５３６

委託料
蛙石野球場改修工事実施設計（スプリンクラー） ２，６２５
蛙石野球場改修工事施工監理 １，６４２
多目的グランド基本計画策定業務 ３，１１１

補償補てん及び賠償金 国体整備工事に伴う合宿村公園管理運営補償金 ４，０００
総　　合　　計 １１６，２４６

〈参考〉
専決処分とは、町長は議会の議決する案件について、特に緊急を要するため議会を招集
する時間的余裕がないとき、町長は、議決すべき案件を処分することができ、町長は、
次の会議においてこれを議会に報告し、その承認を求める。
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賛　否　表 賛成　○　　反対　●　　議長　	－　　欠席　欠

議　員　名
議　案　名
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高
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男
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林
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夫

原　

博
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彌
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平
山
和
昭

土
居
計
彦

１ 上島町道路占用料徴収条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

２ 上島町自転車の安全な利用の促進に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

３ 上島町行政財産の使用料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

４ 平成26年度上島町一般会計補正予算（第１号） ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● －

５ 辺地に係る総合整備計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６ 工事請負契約の締結について（新型救急艇建造工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

７ 工事請負契約の締結について（岩城保育所新築工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

８ 議案第89号上島町一般会計補正予算（第１号）に対する修正動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９ 第75回国民体育大会軟式野球競技に対する請願書 ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

10 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成26年　６月定例会
主な議案等に関する説明
○上島町自転車の安全な利用の促進に関する条例（可決）
自転車の安全な利用に関する意識を向上させ、安全かつ快適に利用できる環境を整備すると共に
自転車が関与する事故を防止し、安全な利用の促進を図るため、町の責務、町民の責務及び自転
車利用者の責務を明確にした条例です。
この条例は、平成26年９月１日から施行する。

○平成26年度上島町一般会計補正予算（第１号）（修正動議案を可決）
詳しくは「議会だより」４ページの議案クローズアップ欄をご参照ください。

○工事請負契約の締結について（新型救急艇建造工事）（可決）
請負者は尾道市のツネイシクラフト＆ファシリティーズ㈱、契約金額は１億6,740万円、完成予定
は平成27年１月31日、船型はフェリー型、全長約19.50m、総トン数19トン、航海速力26ノット以上、
搭載人数16名。

○工事請負契約の締結について（岩城保育所新築工事）（可決）
請負者は今治市の四国通建㈱、契約金額は４億4,604万円、地鎮祭は７月22日に行われた。完成は
平成27年１月30日。　

○ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（採択）
現在、対象になっている医療費助成は、B型・C型ウイルス性肝炎の根治を目的とした治療に限
定されている。医療費助成の対象から外れているウイルス性肝炎による、肝硬変・肝癌に係る医
療費助成制度の創設に向け、上島町議会は国に対して創設要望の意見書を提出することを全会一
致で決めた。
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議案クローズアップ 議案クローズアップ 議案クローズアップ 

平成26年度一般会計補正予算（第１号）
審議結果　原案に修正を加えて可決
【修正議案について】
①、原案から商工振興費のうちプレミアム商品券補助金（財源は町債700万円・一般財源150万円、
計850万円）を削除した。「このプレミアム商品券補助金については、前回、前々回実施の際の反
省点を十分踏まえた計画内容と言いがたく、今後商工会等と十分な協議を行い、内容について再
考の余地があると思われる」、とする修正削除動議が出され、全員賛成にて可決されました。
　（修正動議提出議員：松原彌一　賛成者：竹林秀夫、前田省二、檜垣一成各議員）　
②、①を除く原案について
修正されたプレミアム商品券補助金を除く原案（一般会計補正予算第１号）に関する採決は賛成
多数で可決されました。（賛成７、反対６）
以上の結果、本年３月定例議会、５月臨時議会で２度にわたり否決された平成27年愛媛国体のう
ち、青年男子軟式野球６試合を、町内生名地区「蛙石野球場」で開催する為の球場整備事業が正
式に動き出すことになりました。
なお議案に対する賛否討論（要旨）は以下の通りです。

【賛成討論】
原山公男議員：生名島から村上幸史君が進出した。第２、第３の幸史君が出ることもあるので国体

予算に賛成する。

【反対討論】
古㟢幸江議員：今回の補正予算には３月定例会で修正削除され、５月臨時会でも否決された国体関

連予算が含まれている。またイベントに関する追加予算が多く、イベントを計画す
るたびに追加で予算を組んでいる状況は、予算計上する際、十分計画・検討されて
いるとは言えず反対である。

濱田高嘉議員：３月議会で修正削除し５月臨時会で否決された案件がまたテーブルに上っている。
同件に反対する理由は３月あるいは５月に述べたが、国体野球の場合、県内でも我
が町より予算規模が８〜 10倍以上の自治体が招致している。そういうところと同
列にグラウンド整備に予算をつけてまでやる必要があるのか。身の丈に合った施設
整備と競技種目を招致すべきであるとの観点から反対である。

寺下滿憲議員：生名スポレクグラウンド改修工事予算においては、３月定例議会で修正動議に賛同
し、５月臨時会に於いても反対の立場で討論をした。今回の補正予算においても、
イベント予算が次々予算計上されている。町民は消費税増税、介護・医療費の改悪
等で生活が厳しいなか、町民の税金は町民のために使って欲しい立場から反対をす
る。

平山和昭議員：本補正予算案には５月臨時議会で否決された第72回えひめ国体にかかる生名スポレ
ク野球場に改修関連予算が再び計上されている。議会の議決を尊重しない町長の政
治姿勢は受け入れられないので反対をする。
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上
島
町
元
気
ア
ッ
プ
計
画
の

達
成
度
に
つ
い
て

質
問

一
、
後
期
上
島
町
元
気
ア
ッ
プ
計
画
に

よ
る
元
気
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
魚

６
月
定
例
議
会

一  
般  

質  

問

六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

二
回
定
例
会
に
お
い
て
は
、
三
名
の
議

員
が
一
般
質
問
・
一
名
の
議
員
が
緊
急

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
内
容
と
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
掲
載
順
は
質
問
順
で
、
記
事
の
内
容

は
基
本
的
に
は
質
問
議
員
が
編
集
し
て

い
ま
す
。）

平
山
和
昭 

議
員

島
に
つ
い
て
「
漁
業
の
振
興
、
担
い
手

の
確
保
育
成
」
に
関
し
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
・
実
行
し
て
い
る

の
か
。

二
、
平
成
二
六
年
度
当
初
予
算
に
計
上

さ
れ
た
魚
島
元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
業
務
は
、
そ
の
後
ど
う
い
う
展
開
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
島
本
計
治
産
業
建
設
部
長
）

本
町
の
地
場
産
業
の
担
い
手
の
育
成

及
び
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
「
上

島
町
農
林
漁
業
イ
ン
タ
ー
ン
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
農
林
漁
業
を
営
む
事

に
よ
る
定
住
を
希
望
さ
れ
る
人
に
対
し

て
、
経
営
に
必
要
な
技
術
習
得
研
修
に

支
援
し
、
担
い
手
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
来
て
い
る
。

魚
島
に
お
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
か

ら
平
成
二
二
年
ま
で
の
二
年
間
、
漁
業

研
修
者
を
一
名
受
け
入
れ
、
魚
島
漁
協

の
指
導
に
よ
る
研
修
後
、
漁
師
と
し
て

就
業
し
た
が
、
病
気
の
た
め
止
む
無
く

リ
タ
イ
ヤ
し
て
い
る
。

平
成
一
九
年
度
に
は
地
域
振
興
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
、
課
題
で
あ

る
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
漁
獲
量
の
改

善
策
・
漁
場
の
観
光
利
用
・
漁
業
民
宿

等
、
地
元
の
一
つ
に
な
る
体
制
づ
く
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
三
回
実
施
し
て
い

る
。現

在
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
と
し

て
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
海
底
ゴ
ミ
の
回
収
や
稚
魚

の
放
流
、更
に
魚
島
の
特
産
で
あ
る「
で

べ
ら
」
を
使
っ
た
「
デ
ベ
ラ
飯
」「
デ

ベ
ラ
の
佃
煮
」
等
の
商
品
開
発
を
実
験

的
に
実
施
し
、
漁
業
の
生
産
力
向
上
に

向
け
、
魅
力
あ
る
漁
業
を
目
指
し
漁
業

従
事
者
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

答
弁
（
村
上
和
志
総
務
部
長
）

魚
島
元
気
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業

務
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県
の
新
ふ
る
さ

と
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
補
助
金
（
補

助
率
１
／
２
）
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
で
、
平
成
二
六
年
三
月
二
五
日
付
で

県
に
対
し
て
事
業
計
画
書
を
提
出
し

た
。
そ
の
後
、
県
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

重
ね
、
交
付
内
示
を
受
け
た
の
が
、
平

成
二
六
年
五
月
二
二
日
で
あ
る
。
現
在

は
、
委
託
業
者
で
あ
る
「
え
ひ
め
地
域

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
六
月
二
六
日
か
ら
二
七
日
に

か
け
て
は
魚
島
の
現
地
に
入
り
、
第
一

回
の
島
民
聞
き
取
り
調
査
等
を
行
う
。

質
問　

後
継
者
育
成
に
関
し
て
は
、
リ

タ
イ
ア
し
た
と
い
う
こ
と
で
実
績
は
あ

が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
が
町
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
と
す
れ

ば
、
先
ず
魚
島
を
き
ち
っ
と
振
興
さ
せ

て
見
せ
る
事
が
他
の
地
域
の
や
る
気
を

起
こ
さ
せ
る
事
に
な
る
。
そ
れ
を
確
実

に
来
年
中
に
は
実
行
さ
れ
た
い
。
管
轄

し
て
い
る
役
所
職
員
皆
が
当
事
者
意
識

を
も
っ
て
活
動
さ
れ
た
い
。
支
所
長
が

村
長
の
役
目
を
果
た
せ
る
様
な
体
制
を

創
る
事
が
効
果
が
出
る
施
策
を
生
む
道

に
一
番
近
い
と
考
え
る
の
で
、
魚
島
に

は
し
っ
か
り
権
限
移
譲
を
し
た
ら
ど
う

か
。

答
弁
（
上
村
俊
之
町
長
）

現
在
に
お
い
て
も
各
支
所
が
予
算
を

提
案
す
る
、
或
い
は
組
み
立
て
る
権
限

は
も
っ
て
い
る
。
支
所
か
ら
し
っ
か
り

と
提
案
を
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
現
実
論
と
し
て
提
案
力
が
弱
い
と

思
っ
て
い
る
。
高
井
神
は
今
年
に
入
っ

て
２
組
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
こ
ち
ら
の
厚
い
対
策
に
よ
っ
て

支
援
を
し
て
参
り
た
い
。

「上島町元気アップ計画」
第２部／後期基本計画
（2011 〜 2015）
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古
㟢
幸
江 

議
員

防
災
訓
練
に
つ
い
て

質
問　

防
災
訓
練
は
地
区
の
行
事
と
重
な
ら

な
い
よ
う
日
程
の
調
整
は
で
き
な
い
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で
町
民
の
方
に
新
し

い
取
り
組
み
を
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
の

か
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
岩
城
地
区
の
新
し

い
取
り
組
み
の
趣
旨
等
も
併
せ
て
ご
説
明
下

さ
い
。

答
弁
（
有
吉
消
防
長
）

１
点
目
の
「
地
区
の
行
事
と
重
な
ら
な
い

よ
う
に
日
程
の
調
整
が
で
き
な
い
か
」
で
す

が
、
現
在
ま
で
、
こ
の
実
施
時
期
が
住
民
の

皆
さ
ん
に
定
着
し
て
お
り
、
継
続
の
方
向
で

理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
今
回
、
岩
城
区
長
等
地
区
か
ら
の
開

催
日
変
更
等
の
意
見
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実

施
日
決
定
の
経
緯
を
含
め
て
説
明
を
行
い
、

岩
城
区
長
と
の
協
議
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

２
点
目
の
「
新
し
い
取
り
組
み
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
形
で
住
民
に
周
知
徹
底
し
た
の

か
」
で
す
が
、
訓
練
１
カ
月
前
の
４
月
28
日

に
区
長
、
地
区
長
、
防
災
士
、
消
防
団
等
関

係
者
の
出
席
を
頂
き
、
26
年
度
の
総
合
防
災

訓
練
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
打
合
せ
会
と
し
て
、
昨
年
の
訓
練
実
施
後

に
説
明
会
同
様
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
訓
練
の

反
省
会
、
防
災
訓
練
直
後
の
災
害
対
策
本
部

で
の
反
省
会
、
昨
年
11
月
末
に
は
今
回
の
訓

練
の
事
前
打
合
せ
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
住

民
周
知
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
広
報
紙
、
告
知
端
末
機
に
よ
る

概
要
周
知
、
区
長
を
通
じ
て
住
民
へ
周
知
し

て
い
ま
す
が
、
不
十
分
な
点
が
な
い
か
今
後

も
精
査
し
ま
す
。

３
点
目
の
「
岩
城
地
区
の
新
し
い
取
り
組

み
の
趣
旨
」
で
す
が
、
今
年
度
の
防
災
訓
練

で
は
、
消
防
団
指
導
の
も
と
放
水
訓
練
の

他
、
一
時
避
難
所
か
ら
更
に
避
難
所
へ
の
移

動
、
避
難
所
に
お
け
る
避
難
所
開
設
訓
練
を

行
い
、
受
付
、
血
圧
測
定
等
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
後
、
防
災
用
具
等
の
取
り
扱
い
訓

練
、
封
書
に
よ
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
も
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
試
み
と
し
て
、
住
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
、
及
び
防
災
知
識
の
啓
発
を
目
的

に
弓
削
地
区
で
は
業
者
に
よ
る
非
常
食
、
家

具
の
転
倒
防
止
器
具
等
の
防
災
用
品
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
展
示
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
各
地
区
に
お
い
て
順
に
展
示
を
す
る

予
定
で
す
。

〈参考資料〉　　　　　　　　　上島町総合防災訓練反省会内容抜粋（資料提供：上島町消防本部）
出席者：町長、弓削地区長、魚島地区長、弓削・佐島防災連絡協議会……………計18名
１．訓練日時及び内容変更
（意見）５月は広島県の小中学校は運動会のため参加者が減る。マンネリ化を打破するために来年度から

の訓練内容を見直ししたらどうか。
（回答）今後も同日程での訓練実施する。６月24日に消防本部担当職員と各地区区長にて防災訓練日程に

ついて協議した。次年度は地区一斉清掃と防災訓練と同じ日での実施で一致した。
２．町職員による避難所開設について
（意見）事前に協議がないためスケジュールに組み入れていなかった。

抽象的な計画では住民が関心を持っていなかった。
（回答）避難所開設訓練は各地区区長・地区長に説明会において資料を添付し、説明を実施した。

担当者の説明不足であり今後は時系列等作成し対応した。
３．アマチュア無線の交信について
（意見）今年は何故行わなかったのか。
（回答）上弓削の噴水公園及び佐島港で実施した。（実施場所の変更あり）

４．エリアメールについて
（意見）来年度から一時避難場所でのエリアメールの調査はやめてほしい。
　　　	昨年入ったが今年は入らない、対策はないか。
（回答）昨年度の反省会でエリアメールが受信できないということで、その後広報活動を行った結果を調

査した。調査した場所では、エリアメールの入電率は平均70％以上。
エリアメールの調査は本年度のみ実施とする。
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立
石
港
務
所
管
理
業
務
委
託
と

施
設
管
理
を
問
う

質
問　

立
石
港
務
所
の
本
年
度
業
務
委

託
契
約
を
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
ま
し
た

か
。
と
こ
ろ
で
、
業
務
委
託
内
容
実
施

に
あ
た
り
、
チ
ェ
ッ
ク
や
指
示
・
指
導

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

施
設
内
、
周
辺
に
つ
い
て
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

運
行
時
間
掲
示
板
や
電
気
の
節
電
を
考

え
て
は
い
か
が
で
す
か
。

港
務
所
内
の
ソ
フ
ァ
ー
、
イ
ス
、
テ

ー
ブ
ル
等
、
合
わ
せ
て
生
名
公
民
館
の

書
籍
を
使
っ
て
売
店
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

活
用
し
て
は
ど
う
で
す
か
。
そ
し
て
、

シ
ニ
ア
カ
ー
や
三
輪
自
転
車
を
利
用
す

る
人
た
ち
の
対
応
や
障
害
者
駐
車
場
や

臨
時
駐
車
場
を
造
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

答
弁
（
島
本
産
業
建
設
部
長
）

立
石
港
務
所
管
理
委
託
契
約
結
果
に

つ
い
て
は
、
九
百
三
十
六
万
三
千
六
百

万
円
と
な
っ
て
お
り
、落
札
率
は
八
〇
．

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

答
弁
（
中
辻
公
営
事
業
課
長
）

業
務
運
営
は
、
受
託
業
者
が
最
高
責

任
者
と
し
て
、
六
名
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
組
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。

乗
船
時
に
は
繋
連
橋
の
欄
干
が
高
く

て
歩
い
て
い
る
人
が
見
難
い
の
で
人
が

い
る
か
い
な
い
の
か
の
判
断
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

待
機
場
所
の
混
雑
時
に
は
、
二
レ
ー

ン
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
頃
を
目
安
と
し

て
案
内
を
し
て
お
り
ま
す
。

事
務
所
内
の
清
掃
は
管
理
委
託
業
務

の
中
に
入
れ
て
お
り
、
港
務
所
待
合
ス

ペ
ー
ス
と
ト
イ
レ
清
掃
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

貸
自
転
車
の
管
理
は
業
務
内
容
に
あ

り
ま
せ
ん
が
、
貸
出
・
引
き
取
り
等
の

事
務
作
業
を
行
っ
て
貰
っ
て
お
り
ま

す
。テ

レ
ビ
・
掲
示
板
・
電
気
に
つ
い
て

は
、
船
舶
利
用
者
の
方
が
気
持
ち
良
く

使
っ
て
い
た
だ
け
る
事
を
目
標
に
現
在

は
付
け
て
お
り
ま
す
。

答
弁
（
越
智
建
設
課
長
）

売
店
ス
ペ
ー
ス
は
、
売
店
を
目
的
と

し
た
施
設
で
す
の
で
、
募
集
は
継
続
し

て
行
き
ま
す
。
使
用
の
な
い
時
は
、
会

議
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
し
て
頂
く

よ
う
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。港

務
所
の
西
側
の
舗
装
部
分
は
、
基

本
的
に
は
、駐
車
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
媛
県
の
方
で
も
、
パ
ー
キ
ン
グ
制
度

が
あ
り
ま
す
。
福
祉
の
方
と
良
く
相
談

し
て
制
度
を
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

駐
輪
場
の
三
輪
車
、
原
動
機
付
自
転

車
は
、
駐
輪
場
内
に
特
定
の
線
を
引
い

て
、「
三
輪
車
置
場
」
と
か
い
う
対
策

を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

＊
窓
口
業
務
の
質
疑
に
関
し
て
は
、
防

犯
上
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

寺
下
滿
憲 

議
員

立石港務所委託料契約状況

年　度 金　額

平成24年度 8,358,000円

平成25年度 8,683,500円

平成26年度 9,363,600円

障
害
者
駐
車
場
枠
と
シ
ニ
ア
カ
ー
・
三
輪

自
転
車
駐
輪
場
が
必
要
な
立
石
港
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上
島
町
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

質
問　

平
成
二
五
年
一
二
月
定
例
議
会

で
不
同
意
に
な
っ
た
教
育
委
員
会
委
員

の
補
充
が
六
ヶ
月
も
経
過
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
委
員
の
選
任

が
な
い
。
早
急
に
委
員
を
選
任
し
、
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
ご
所
見
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
（
上
村
町
長
）

現
在
に
お
い
て
適
切
な
人
材
が
「
見

つ
か
っ
て
い
な
い
」
現
状
を
報
告
し
ま

す
。
一
二
月
に
再
任
の
お
願
い
を
し
た

彼
は
人
格
、
識
見
と
も
素
晴
ら
し
い
人

間
で
否
決
さ
れ
た
理
由
が
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
委
員
在
任
中
の
4
年
間
、
一

切
公
共
事
業
等
の
入
札
に
は
参
加
し
て

お
り
ま
せ
ん
し
、
前
回
の
町
長
選
に
も

一
切
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
委
員

と
し
て
相
応
し
い
、
ど
こ
が
悪
い
部
分

で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
の

で
、
現
在
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

不
同
意
を
し
た
が
、
こ
の
方
の

人
柄
、
資
質
、
事
業
者
と
し
て
、
地
域

社
会
に
お
け
る
実
績
等
は
高
く
評
価
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、事
業
者
と
し
て
、

上
島
町
の
公
共
事
業
に
入
札
し
、
契
約

す
る
立
場
の
方
を
あ
え
て
教
育
委
員
に

再
選
任
す
る
町
長
の
考
え
方
に
は
同
意

で
き
ま
せ
ん
。
二
度
に
わ
た
り
プ
ロ
フ

ィ
ー
ル
紹
介
時
に
公
共
事
業
へ
の
入
札

等
に
一
切
関
係
し
て
い
な
い
と
虚
偽
の

説
明
を
さ
れ
た
が
、
委
員
在
任
四
年
間

に
少
な
く
と
も
四
件
の
公
共
事
業
を
契

約
・
実
施
し
て
い
る
の
が
事
実
で
す
。

教
育
委
員
一
名
が
六
ヶ
月
間
も
不
在

は
、「
教
育
委
員
会
法
」
及
び
「
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
に
抵
触
し
、
法
令
順
守
の
義
務

を
怠
り
法
律
違
反
で
あ
り
、
町
長
の
職

務
に
属
す
る
義
務
と
責
任
に
お
い
て
も

職
責
を
果
た
し
て
い
な
い
職
務
怠
慢
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
国
体
は
教

育
委
員
会
の
所
管
で
あ
り
、
国
体
予
算

の
議
論
す
る
前
に
体
制
を
整
え
国
体
に

対
応
す
る
こ
と
が
先
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
上
村
町
長
）

国
体
開
催
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
教

育
委
員
始
め
関
係
者
と
の
協
議
を
基
に

決
定
さ
れ
た
案
件
で
あ
り
、
特
に
問
題

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
前
任
者
は
委

員
の
立
場
を
認
識
し
て
四
年
間
振
舞
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
切
公
共
事
業

を
や
っ
て
い
な
い
と
は
言
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
こ
の
小
さ
な
町
で
は
、
町
の
仕

事
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、

委
員
の
仕
事
に
つ
い
て
は
い
け
な
い
と

は
思
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
立
場
を
利

用
し
て
仕
事
を
取
る
、
権
限
を
利
用
し

て
ル
ー
ル
に
違
反
す
る
の
が
悪
い
の
で

あ
っ
て
、
例
え
ば
議
員
で
あ
っ
て
も
、

兼
業
禁
止
の
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
私

は
立
場
を
利
用
し
な
け
れ
ば
議
員
と
し

て
仕
事
を
し
っ
か
り
や
っ
て
頂
け
れ
ば

町
民
の
為
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

質
問　

人
物
論
議
は
意
味
が
な
く
、
問

題
の
す
り
替
え
で
議
論
が
前
に
進
ま
な

い
。
要
は
六
ヶ
月
間
も
委
員
を
空
席
の

ま
ま
放
置
し
て
、
い
つ
ま
で
法
律
違
反

を
続
け
る
の
か
。
こ
れ
で
行
政
が
町
民

や
議
会
に
対
し
て
声
高
に
法
令
順
守
と

言
え
ま
す
か
。

早
く
委
員
を
選
任
し
、
上
島
町
教
育

委
員
会
が
体
制
を
整
え
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
は
勿
論
の
こ
と
、
所
管
で
あ

る
平
成
二
九
年
愛
媛
国
体
に
取
り
組
む

姿
勢
を
明
確
に
す
る
義
務
と
責
任
を
指

摘
し
て
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

濱
田
高
嘉 

議
員

緊  

急  

質  

問

〈参考資料〉　　　　　教育委員会法の目的及び条文の一部の抜粋

第一条　この法律は、教育が不当な支配に服することなく、国民全体に対し直接に責任を負って
行われるべきであるという自覚のもとに、公正な民意により、地方の実情に即した教
育行政を行うために、教育委員会を設け、教育本来の目的を達成することを目的とする。

第二条　教育委員会の組織、権限及び職務は、この法律で定める。
第七条　市町村の教育委員会は五人の委員で、これを組織する。
第八条　教育委員の任期は、四年とする。
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合同委員会活動報告 　　　総務文教厚生委員　平  山  和  昭

文教厚生委員会（委員長　竹林秀夫）、産業建設委員会（委員長　松原彌一）

【学校給食における地産品の使用状況等についての担当課との意見交換】を実施。

下記の要領で、上島町学校給食における農産物地産地消の取り組みについて、議会と担当課との意見交換をし

ました。

日時：26年７月14日　午前９時半〜約２時間

場所：上島町弓削庁舎３F第１会議室

出席：理事者側　教育課　担当者（課長および担当係長）、産業振興課（課長および担当係長）

議 会 側　文教・厚生委員会委員　古㟢（副）、原山、平山

　　　　　産業建設委員会委員　松原（長）、土居、濱田、寺下

　　　　　欠席：竹林（長）、池本（文教・厚生）、林（副）、原、前田、檜垣、亀井（産業建設）

平成26年度地域食材活用の給食試食会が７月２日、岩城小学校にて開催されました。岩城地区における学校

給食に地産品を提供しているのは、平成13年、町産業振興課が設立にかかわった「うまい会」（参加会員10農家）

が受け持っており、その事業としては①学校給食への食材の提供、②食農教育への協力、となっており、このた

び本町学校給食における地域食材の活用状況を知るとともに、町全体における地産地消への取り組みについての

現況を、担当課から説明をうけました。

学校給食に地産品を提供するにあたっては、担当課から提出された資料からも様々な改善が必要なことがあぶ

り出されました。改善の具体化に向けては過去の実施経験からくる課題が見えているところから解決は可能であ

り、官民一体となって取り組めば、町全体における地産地消の拡大は実現できると思われます。

町の方針としては学校給食における地産品活用は既定路線であるところから、提供者、利用者双方の窓口の一

本化、物流に関する仕組みの改善、産品提供者の組織化による品質管理と安定供給、および、「業」として成り

立つ収益性の担保が必要であり、それらが達成できれば移住者の参入も可能であるとの意見も出たところです。

委員会活動報告

農業委員会 　　　　 　 　　議会選出委員　池  本  興  治

上島町農業委員会の構成は、公職選挙法に基づき選挙で選出された委員12名と農業団体２名と議会より推薦

された２名の計、16名の委員で組織されています。

上島町農業委員会は、毎月月初めに農業委員会総会を開催しています。

農業委員会の総会は、公開の基に農地の権利の設定・移転に関する提出された許可申請書の審議を行い、許可

についての可否を決定し、申請者に通知します。

（農地の売買・貸し借りは農業委員会が許可）

また、農地の転用には農地の所有者が自ら農地以外に転用する場合と、農地を持たないものが農地を買ったり、

借りたりして転用する場合も申請書を審議して、農業委員会経由で知事の許可を受ける農地転用許可事務を行っ

ています。

そのほか、農地利用集積計画・農業経営改善計画認定申請書等の審査業務も行っています。

今、上島町農業委員会では、女性農業委員の登用拡大で、女性ならではの感性と生活者としての視点を生かし、

農地行政の適正な執行はもとより、地域農業の振興、活性化に向けて４名の女性農業委員が頑張っています。

次に農業委員会では、農地利用状況調査の実施を行い、遊休地の解消の指導につなげる活動と現地調査を行い

台帳目的と現況地目が異なる農地については違反転用もしくは、転用事業未完了等の指導をしています。

＊平成24年度は、違反転用８筆（畑）を指導しました。そのうち３筆（畑）が、申請済。

議会選出委員報告
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町村議会議長・副議長研修会を受講して　　 議長　土  居  計  彦

「地域づくりを考える」という研修テーマで民族研究家結城登美雄氏の講演を聞き感動したので、ご紹介す

る。

地域づくりとは、同じ「願い」と「悩み」をもつ個人と家族が協力して「みんなの力」で実現、解決にあ

たることである。

良い地域の七つの条件として考えられるのは　①良い自然風土があること　②よい仕事の場があること　

③良い居住環境があること　④良い文化があること　⑤よい仲間がいること　⑥よい学びの場があること　

⑦よい行政があることだと先生は仰る。（それなら上島町も半分以上はできていると思うが。）

その地域を元気にする為に、皆で知恵を絞って、月々３〜５万円の副業を作ると効果がある。その地域を

愛し、そこに住んでいる人が山や畑や海を見直して作り出す。

事例として、野生の柳の木で箸を作ったり、間伐材で皿や植木鉢を作って特産品としている。畑で野菜な

どを作り、直売所や露店で売っているという紹介がされた。

25年前からの限界集落・岩手県山形村の取り組みも紹介された。廃校の玄関にこういう看板が掲げられ、

村人の指針になっている由。

①この村は与えられた自然立地を生かし　②この地に住むことに誇りを持ち　③一人一芸何かをつくり　

④都会の後を追い求めず　⑤独自の生活文化を伝統の中から創造し　⑥集落の共同と和の精神で生活を高め

る。自分たちで作った地区の会社は60歳入社、定年なし。

締めくくりに、柳田国男の詩が披露された。

「美しい村など、はじめからあったわけではない、美しく暮らそうという村人がいて、美しい村になるので

ある。」

議　員　研　修（松山）
総務・文教・厚生委員会委員長　竹  林  秀  夫

平成26年度第１回町議会議員研修会が、７月31日メルパルク松山で開催され、「わが町の議会改革につい

ての取り組み事例の発表」と題して「中国地区」鳥取県北栄町議会議長、「四国地区」高知県四万十町議会議長、

「九州地区」熊本県御船町議会議長、「愛媛県」久万高原町議会議長、それぞれ発表され開かれた議会をめざ

して住民に情報提供し、積極的に対話する議会に取り組み二元代表制の一役を担う議会が機能しているのか？

町民意見を政策提言する議会、町政運営の監視と透明性のある議会運営、町民とともに歩む議会、行動する

議会、開かれた議会をもとに議会基本条例の制定、議会議員の定数、選挙区に関する特別委員会の設置につ

いての事例発表、また「備えあれば憂いなし〜南海地震に

備えて〜」と題し防災アドバイザー・香川大学客員教授、

乃田氏の講演では今、危機（災害）を考えよう、南海地震

を知ろう、震災、災害にどう備えればよいか？実行するの

はあなたです！今日から備えましょう！又、大災害に合っ

たとき、「生と死は紙一重」！「生と死」を分けるものは？

それは「備え」とは災害に対する物心両面にわたる準備、「天

災は、忘れたころにやってくる」とし油断や心の緩みを戒

め実行するのは、あなたです！今日から自分でできる備え、

地域で行う備えを考える「意識改革」が必要であると防災

を考える有意義な研修会でした。

研　修　報　告
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議員のコラム・私の議員活動

町
村
合
併
し
一
〇
年
を
迎
え
る
今
年
は
「
瀬
戸
内
し
ま

の
わ
２
０
１
４
」
の
記
念
事
業
、
合
併
記
念
式
典
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
充
実
し
た
一
年
に
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
六
月
定
例
議
会
に
お

い
て
は
平
成
二
九
年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
第
七
二
回
国
民

体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技
」
の
一
部
試
合
が
い
き
な
ス
ポ

レ
ク
公
園
蛙
石
野
球
場
に
て
開
催
が
内
定
し
て
お
り
こ
の

度
野
球
場
改
修
関
連
の
予
算
が
可
決
さ
れ
町
民
は
大
変
よ

ろ
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
以
前
か
ら
社
会
体
育

に
お
い
て
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
行
い
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
礼
儀
、
協
調
性
、
技
術
の
向
上
、
保
護
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
青
少
年
に
感
動
と

夢
や
希
望
を
与
え
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
め
ざ
し
健

康
で
明
る
い
地
域
間
の
交
流
が
盛
ん
な
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
は
合
併
一
〇
周
年
の
年
に
あ
た
り
、
記
念
行
事
等

も
多
く
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
瀬
戸
内
「
し

ま
の
わ
２
０
１
４
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
是
非
成
功
さ
せ
て
上
島
町

の
名
を
広
め
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
議
員
も
協
力
し
て
他
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
併
に
対
し
て
は
、

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
後
さ
が
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
前
に

向
か
っ
て
少
し
で
も
町
民
が
納
得
出
来
る
よ
う
な
政
治
を

行
政
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
教
育
の
問
題
、
福
祉
の

問
題
、
少
子
高
齢
化
の
問
題
、
人
口
減
少
の
問
題
、
地
場

産
業
の
育
成
等
各
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
出
来
な
い
難
し

い
問
題
な
の
で
、
国
県
か
ら
も
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
前
進

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
が
主
役
の
政
治
で
な
け

れ
ば
町
民
は
納
得
し
ま
せ
ん
。
町
民
の
要
望
を
少
し
で
も

多
く
取
り
入
れ
て
行
政
に
伝
え
、
一
つ
で
も
多
く
課
題
を

解
決
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
傍
聴
す
る
度
に
行
政
・
議
会
の
あ
り
様
に
対
し
て
、

不
満
や
疑
念
が
膨
ら
み
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
と
生
意
気
に
も
思
い
上
が
っ
た
気
持
ち
と
憤
り
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
し
て
立
候
補
、
皆
様
の
ご
支
持
を
得
て
議
員
と

な
り
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
自
主
的
に
議
員
活
動
に
励

ん
で
参
り
ま
し
た
。

議
会
の
使
命
は
、
執
行
機
関
（
町
長
）
が
示
し
た
具
体

的
政
策
で
あ
る
予
算
、
契
約
、
条
例
等
に
対
し
て
、
質
問
、

質
疑
、
修
正
等
を
通
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定
で
あ
る
議

決
を
行
い
、
議
会
で
議
決
さ
れ
た
政
策
等
が
執
行
機
関
に

よ
る
行
財
政
運
営
や
事
務
事
業
の
実
施
が
適
法
・
適
性
に
、

し
か
も
、
公
平
・
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

監
視
す
る
こ
と
が
議
会
の
大
き
な
仕
事
で
す
。

二
期
目
ま
で
の
議
会
は
、
殆
ど
執
行
機
関
が
提
案
し
た

議
案
を
議
決
す
る
だ
け
の
権
限
行
使
だ
っ
た
が
、
現
議
会

は
、
条
例
案
等
の
改
廃
、
予
算
の
減
額
修
正
等
を
能
動
的

に
提
議
す
る
役
割
を
果
た
す
ま
で
に
な
っ
た
が
、
さ
ら
に

議
員
は
、
住
民
の
要
望
等
を
行
政
に
反
映
し
、
執
行
機
関

が
行
う
事
務
事
業
等
が
実
際
に
実
施
・
施
行
さ
れ
る
過
程

で
、
予
定
し
た
効
果
の
達
成
度
や
副
作
用
的
現
象
が
起
き

て
い
な
い
か
の
検
証
能
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
、
つ
ね
に
研
鑽
を
積
み
、
住
民
全
体
の
福
祉
向
上
と

地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
そ
の
実
現
に
向

け
努
力
す
る
覚
悟
で
す
。

「
当
た
り
前
の
議
会
を
目
指
す
こ
と
」

合
併
上
島
町
第
三
期
目
の
議
会
議
員
に
な
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
旧
町
時
代
を
通
じ
三
度
目
の
お
勤
め
を
し
て
い
ま

す
。
私
の
議
員
と
し
て
の
立
ち
位
置
は
「
強
い
議
会
を
目

指
す
」で
す
。国
は
国
会
が
、地
方
は
地
方
議
会
が
首
長（
知

事
、
市
町
村
長
）
の
政
策
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
議
会
の
議
決

を
経
て
政
策
が
定
ま
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
政
策
の
最
終

責
任
は
議
会
に
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
従
来
そ

の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
選
挙
民
の
皆
さ
ん
に
認
識
さ
れ
て

き
た
か
と
い
う
と
、
怪
し
い
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
選
挙

で
選
ば
れ
る
首
長
と
議
員
は
、
そ
の
権
力
を
も
含
め
、
ほ

ぼ
同
等
で
あ
る
は
ず
で
す
が
、
長
い
地
方
議
会
の
歴
史
の

中
で
、
議
会
は
必
ず
し
も
そ
の
権
力
を
自
覚
、
行
使
し
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
経
緯
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
議
会
の
形
骸
化
が
い
わ
れ
、
議
会
は
首

長
の
政
策
の
チ
ェ
ッ
ク
で
は
な
く
追
認
機
関
に
成
り
下
が

っ
て
い
る
と
の
批
判
も
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
そ
の

姿
を
脱
皮
せ
ね
ば
強
い
議
会
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き

る
議
会
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
、
今
わ
が
町
の
議

会
は
、
真
に
各
議
員
が
是
々
非
々
の
判
断
を
す
れ
ば
、
な

ん
と
か
当
た
り
前
の
強
い
議
会
と
な
れ
る
様
相
を
見
せ
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
多
い
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

亀 

井 

文 

男  

議
員

檜 

垣 

一 

成  

議
員

濱 

田 

高 

嘉  

議
員

平 

山 

和 

昭  

議
員
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６月～８月の議員の動き

７月９日〜 11日の海士町への研修視察は台風のため中止

７月 22日 岩城保育所起工式

７月 22日 監査研修会

７月 31日 議員研修会（松山）

　出席者：土居、平山、松原、原、竹林、濱田、寺下、林、古㟢

　欠席者：池本、原山、前田、檜垣、亀井

７月 31日 上島町公共施設あり方検討協議会委員に議会推薦

　推薦：松原（魚島）、原山（生名）、亀井（岩城）、竹林（弓削）

町村議会議長・副議長研修会（東京） 岩城保育所起工式（岩城）

監査研修会（松山）

議員研修会（松山）
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これでいいのかなぁ？花の島構想

あの案件のその後
上島町　「花の島構想」ご存知ですか!?

地域住民が誇れる美しい町を創造し、「花と音楽と笑顔あふれる上島町」を目指し、花による町
づくりを行い、美しい花の島を後世に残す目的で平成22年度より実施されています。
上島四島を四季にたとえ、島ごとに花を植えていますが、まだまだ達成できていません。

これでいいのかなぁ？花の島構想

＜各地区での取り組み＞

〈担当課からひとこと〉地域住民一体となって花の島イメージアップを図り、花の島
として上島町を町内外にPRしていきます。

平成23年から各種団
体・花愛好家のご協力で岩城

　　  桜公園にビオラを植栽しま
　　　　 した。

                レモンの散歩道には、レモ
                 ンの苗木を植樹しました。
　　　　　　 今後は、姫レモンを鉢植え
　　　　　　 にして各港務所で楽しん
　　　     でいただきます。

グリーンキャンドゥ、
ちゅうりっぷグループの方た

ちの協力で平成24年～平成25年に
は、マツバギクを弓削大橋公

園付近と、久司浦地区に植
栽しました。平成24年に区
長さんの協力でサルスベリ
を植樹しました。マツバギ
クを挿し木して増やしてい
きます。

春（岩城）
花：ビオラ

花木：レモン

秋（生名）
花：コスモス　花木：ランタナ

冬（魚島）
花：水仙　花木：山椿

夏（弓削・佐島）
花：マツバギク

花木：サルスベリ

　   平成24年、平成25年網建緑地帯等にコス
 モスの種を蒔きました。平成25年には生名物
揚場花壇２区画を整備し、ランタナを植えまし
た。生名婦人会の方々にボランティアで草抜き
をして頂いてます。徐々に植栽場所を広げてい
きます。

平成23年～平成25年　地区長さん、各種
団体の方々のご協力で支所及び港務所、公営
住宅、公営住宅公園等に植栽しました。自生す
る水仙も多いことから水仙の島として定着。高
井神島の自生の山椿を保護します。今後は、さ
らに水仙の植栽規模を広げます。
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		「
住
民
の
足
」 

　

昨
年
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
長
江
・
土
生
間
の
終
便
復
活
を
可
能
と
す
る
べ

く
お
願
い
を
し
ま
し
た
が
、
未
だ
善
処
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
件
に
つ
い
て
い

ろ
ん
な
人
が
お
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
皆
異
口
同
音
に
不
便
さ
を
強
調
し
て

お
り
ま
す
。

案
と
し
て
は
長
江
フ
ェ
リ
ー
の
一
往
復
便
に
係
る
燃
料
費
の
公
的
な
補

助
、
あ
る
い
は
現
在
弓
削
・
土
生
間
を
運
航
し
て
い
る
上
島
町
保
有
の
「
ゆ
げ
じ
ま
」

の
利
用
、
ま
た
他
の
船
会
社
に
も
交
渉
す
る
余
地
等
々
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
因
島
は
岩
城
に
と
っ
て
は
生
活
圏
に
あ
り
、
船
を
利
用
し
て
勤
め

に
出
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
生
名
島
や
弓
削
島
も
同
様
で

す
。
生
名
島
・
弓
削
島
は
安
い
運
賃
で
夜
遅
く
ま
で
往
来
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住

民
す
べ
て
が
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
税
金
を
納
め
行
政
の
恩
恵
を
平
等
に
受
け
な
け
れ

ば
正
し
い
世
の
中
と
は
言
え
ず
、
何
か
岩
城
の
住
民
は
貧
乏
く
じ
を
引
か
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
若
い
人
た
ち
が
岩
城
を
出
て
い
く
方
向
に
舵
を
切
ら
な
い
か
心
配
し
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
め
ば
岩
城
の
活
性
化
は
廃
れ
る
ば
か
り
と
な
り
、
そ
の

よ
う
な
将
来
を
思
う
と
空
恐
ろ
し
い
気
が
い
た
し
ま
す
。
若
い
人
た
ち
に
は
住
居
問
題

も
深
刻
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
城　

児
玉　

弘
道

六
月
定
例
議
会
が
二
四
日
に
終
わ
り

ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
発
行
に
は
、
一

番
に
一
般
質
問
議
事
録
テ
ー
プ
起
こ
し

で
す
。
同
時
に
各
議
員
、
常
任
委
員
会

へ
の
記
事
依
頼
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
九
月
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
手
元
に

届
け
る
に
は
、
八
月
二
〇
日
ま
で
に
印

刷
所
に
送
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
広
報
編
集
委
員
会
メ
ン
バ

ー
は
、﹃
わ
か
り
や
す
い
・
町
政
を
身

近
に
感
じ
て
ほ
し
い
﹄
を
基
本
に
し
て

議
会
広
報
の
作
成
に
四
苦
八
苦
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
一
般
質
問
者
の
顔
写
真
が

い
つ
も
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
議
場

の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。
私
た
ち
議

会
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
議
会
だ

よ
り
を
通
し
て
参
加
し
や
す
い
町
政
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　

寺
下
滿
憲

　
　
　
　

町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

古
㟢
幸
江

委　

員　

松
原
彌
一

委　

員　

平
山
和
昭

委　

員　

濱
田
高
嘉

委　

員　

寺
下
滿
憲

あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
よ
り
よ
い
上
島
町

に
す
る
た
め
に
町
民
の
皆
様
の
声
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
疑
問
に
思

っ
て
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
議
会

へ
の
要
望
や
ご
意
見
、
ご
感
想
、「
議
会
だ

よ
り
」
に
対
す
る
こ
と
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す
。
内
に
秘
め
た
る
思
い
を
是
非
文
字
に

し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
上
島
町
を
良
く
す

る
の
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
声
で
す
。

＜応募要件＞
内容、文字数等制限はありませんが、紙面の都
合上500字程度に要約する場合があります。
必ず原稿の形でご応募ください。
住所、氏名は明記してお願いいたします。
匿名はお受けできませんので、ご了承ください。
＜送り先＞
議会事務局または議会だより編集委員

〒794－2592
上島町弓削下弓削210番地
上島町議会事務局

「議会だより編集委員会」宛
FAX　0897－77－4001

議　会　の　活　動（前号掲載分以降）
月 日 活　動　内　容 月 日 活　動　内　容

9 ３ 議長談話・議会だより編集委員会 10 15 議長談話・議会だより編集委員会

第２週 全員協議会 11 上旬 各地区文化展

17 議長談話・議会だより編集委員会 ５ 議長談話・議会だより編集委員会

第３週 定例会 19 議長談話・議会だより編集委員会

中旬 各地区敬老会 毎月１回　例月出納検査
＊その他委員会活動等あります。
＊議会・全員協議会はどなたでも傍聴できます。

28 上島町合併10周年記念式典

10 １ 議長談話・議会だより編集委員会


